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こ れ か ら の 物 性 物 理
横浜国大 簡 素安
私が物性物理の世界に足を踏み入れてからそろそろ30年近 くになりますが私の属している
磁性分野においてもこの20年間常に磁性はもう終 りだと言いながら一向におとろえることな
く研究発表も依然活発に行われています｡それは一つには物性物理的分野は物質そのものを取
扱う関係上,社会とかなり直接的に結びついているので本人が好むと好まざるにかかわらず何
等かの社会的要請に沿う形で研究が促進される面が大いにあったことと無関係ではないと考え
られます｡磁性がコンピューターの記憶素子やスイッチング的面で大きな要素を占めているの
がその例ですが,そのため必然的に新しい材料分野に目が向けられ 3d金属から4f元素の系
列-大きく動いて来ておるし,やがてウラン系列の元素の材料的研究-流れが移って行くことと
思われます｡それ故物性物理が物質を扱うと言う観点からすると元素の周期律表の重い元素の
方に研究の主眼が移って行くことが今後の課題の一つとして考えられると思います｡
次に新たに開拓されるべき分野として応用的かも知れないが新材料の開発と言うことが物性
分野に課せられた宿命かも知れません｡現在セラミックスが金属分野に進出して腐蝕に強く耐
久耐熱材料として又絶縁体の為,電気的迷惑も除去できると言う大きな利点を生み出しており,
恐らくこの材料分野はとどまることを知らずに発展して行くと思うがそれらの基礎に物性物理
が大きな役割を果たすと考えられます｡
更に超低温や超高圧等極限物性の分野での研究もまだまだ進むであろうし物性研究の手段と
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